
 

 

                       

11 月も終盤となりました。先週あたりからぐっと秋らしさが増しましたが、町の装いは早く

もクリスマスを感じさせるものになりつつあります。月日の流れの早さを感じます。11 月１日

（金）には創立記念集会を行い、151年目の誕生日を全校児童でお祝いしました。今年度から

東学舎・西学舎に分かれての集会でしたが、西六連合・堀江連合の両町会長様にもそれぞれに分

かれてご講話いただき、積み重ねてきた歴史の重みを改めて感じる集会となりました。また、８

日（金）にはオープンスクールを開催し、普段のお子さんの学校生活を見ていただきました。た

くさんのご参観、ありがとうございました。 

昨年度は悪天候のために中止となった西区総合スポーツ交歓会も無事開催され、普段は経験で

きない国際大会でも使用する本格的なトラックを力いっぱい走る６年生 

の子どもたちの姿に感動しました。今年度は、すべての校外活動を予定通 

り実施することができ、子どもたちも様々な経験から、多くを学んでくれ 

たことと思います。 

 

『児童アンケートの結果から』 
 

令和６年度も残すところ、実質４か月ほどです。校内でも教育活動を見直し改善点を検討する

ことで、子どもたちの健全育成に努めたいと考えています。９月に実施しました児童アンケート

からは『自分には、よいところがある。』『人の役に立つ人間になりたい。』の質問に対しての

肯定的な回答の割合が高く、自己肯定感を高めることができていると受け止めています。これは、

普段から教職員が子どもたちに寄り添い『ほめること』『認めること』を大切にしている成果だ

と感じています。 

 
 

  
 

 

14 自分には、よいところがある。 63% 26% 7% 4% 

15 人の役に立つ人間になりたい。 80% 15% 4% 1% 

また、『友だちの気持ちを考え、やさしくしたりなかよくしたりできている。』『いじめはど

んな理由があってもゆるされない。』の質問に対しての肯定的な回答の割合も高く、友だちとの

関係を大切にしながら学校生活を過ごしていることがうかがえます。 

18 
友だちの気持ちを考え、やさしくしたりなかよくしたりで

きている。 
70% 26% 3% 1% 

19 いじめはどんな理由があってもゆるされない。 82% 23% 3% 2% 

しかしながら、『いじめはどんな理由があってもゆるされない。』の質問に対しての否定的な

回答の割合が５％あり、いじめ行為を許す心情をもつ子どもが一定数いることも事実としてうか

がえました。18日（月）の全校朝会でもこのことにふれ、自己肯定感を高めるとの大切さとと

もに、『堀江小学校ではいじめは絶対に許さない』ことについてあらためて話しました。 
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また、学校外部の皆さんから改善のためのご意見をいただく学校協議会を開催した際にも『い

じめ』に関する議論がありました。子どもたちのいじめアンケートの回答では、被害を受けたと

回答する割合（9.8％）よりも、加害をしたと回答する割合（2.7％）が低く、自分のした行為

がいじめにあたるという認識が低いということも実態として浮かびました。「いじめ防止対策推

進法」では、「いじめ」とは「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当

該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イン

ターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の

苦痛を感じているものをいう。（第２条）」と定義しています。この考えをもとに、あらためて

全校で取組を推進したいと考えています。 

この他、いただいたご意見の報告書をホームページにも掲載させていただいておりますが、校

長室だよりにもあげさせていただきました。学校外でも歩行の仕方等、ご家庭のご協力が必要と

なる事柄もございますので、ご覧いただけたらと思います。これからも、『ほんとうの自分』『理

想をもとめて』『笑顔でがんばる』ほりえっ子をめざして、残りの時間を大切に過ごしてほしい

と願っています。教職員一同、全力で支援を続けます。ご理解とご協力、よろしくお願いいたし

ます。 

 

 


